生活課題と実践　指導案（略案）※赤字部分を実際の実践のものに直してください

実践時期　○月～○月
対　象　第○学年○組　○名　　
授業者　職　氏名　○○ ○○
使用教科書会社　東京書籍
１　題材名：夏の家族へのおもてなしを考えよう

３　題材について（ステップ０）

⚫︎本題材設定の理由
お茶の実践の後におうちでも入れている児童が何人かいたので、興味や取り組みやすさがあると考え、お茶を入れるテーマにした。
すでにおうちで実践した子は、さらに夏ならではの家族を喜ばせる工夫を考え、実践していない子は、実践した子の投稿を参考にオリジナルの工夫を入れてほしいと考えている。
（お茶に氷を入れて冷たくした、氷が溶けるのを考えて濃い目に入れたなど）
各家庭にあった夏のお茶会を実施できるよう、学んだことを生かしてほしい。

⚫︎使用する既習範囲（教科書の題材名）
私の生活大発見


　　

４　指導計画※配慮事項、留意点は次ページ「指導・活動の実際」に
	
	時数
	児童の主な活動
	♦︎評価＜規準＞

	ステップ①
課題設定　　

	1

	①成長の記録を見て、これまでに学習したことをふり返り、家庭の仕事や家族の人々との関わりについて自分の生活を見直す。
②成長の記録を見て、もっとよくしたい点、挑戦したいことなど、生活の問題を見つける。
③家庭科の窓を参考にどうすれば生活の問題をよりよく工夫できるか考え、課題を設定する。
	♦︎［思判表①］発言・記録
＜家庭の仕事又は家族や地域の人々との関わりについて日常生活の中から問題を見いだして課題を設定している。＞※評価基準は必要に応じて変更してください


	ステップ②
実践計画　　

	1
	①課題を解決するための家庭実践の計画を立てる。（実践レポートの目的、方法、手順、実践の時期、必要な材料や道具など）
②友達や家族など周りの人の意見を参 考に計画を工夫する。
	♦︎［思判表②］発言・記録
＜さまざまな解決方法を考え、計画を立てている。＞
​​♦︎［態度①②］発言・記録・行動観察
＜家族の一員として、生活をよりよくしようと、家庭の仕事又は家族や地域の人々との関わりについて、課題の解決に向けて主体的に取り組んでいる。＞

	ステップ③
家庭実践　　

	
	①計画に沿って、実践する。
②実践したことについて、家族など周りの人から感想を聞く。
③できたこと、できなかったこと、さらに工夫したいことなどを実践レポートにまとめておく。
	

	ステップ④
友達と交流・改善　　

	1

	①実践レポートをもとに、相手に伝わるように工夫してまとめる。
②自分の実践を発表する。
③発表した内容について友達と意見を交流し、実践のよさや課題、友達の発表のよさをメモする。
④友達や家族など周りの人の感想を参考にして、自分の実践を評価し、よさと改善点を考える。
⑤新たに挑戦したいことを考える。
	♦︎［思判表③④］発言・記録
＜実践した結果を評価・改善し、考えたことを表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。＞
♦︎［態度①②③］発言・記録・行動観察
＜ふり返って改善したりして、生活を工夫し、家庭や地域などで実践しようとしている。＞





◎指導・活動の実際
第１時
※実際の教員の指導・配慮事項、児童の活動の様子・例・失敗などを書いてください

第２時
※実際の教員の指導・配慮事項、児童の活動の様子・例・失敗などを書いてください

家庭での実践
※実際の教員の指導・配慮事項、児童の活動の様子・例・失敗などを書いてください

第３時
※実際の教員の指導・配慮事項、児童の活動の様子・例・失敗などを書いてください


